
進
も
う
卜
伸
び
よ
う
！
常
に
新
し
く
！

会
長
　
飯
田
　
精
鷹

「
よ
く
学
び
、
よ
く
遊
ぶ
」
の
千
代
田
。

四
月
二
日
、
今
年
も
観
桜
吟
行
会
を
千

鳥
ヶ
淵
の
爛
漫
の
花
の
下
、
場
所
を
移
し

て
宮
崎
県
東
京
ビ
ル
で
楽
し
く
開
催
、
心

地
よ
い
吟
声
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
酔
う
。

続
い
て
十
七
日
、
春
の
昇
伝
審
査
、
春

日可第

手
茂
十
六
年
度
岳
精
流
指
標

ゝヾ

か

岳精 流 日本今院

平  成

千 代  ロ

6′ 年

岳 精  会

月

馨 兼
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た
り
か
ら
、
そ
の
節
調
、
詩
文

（漢
字

・

仮
名
ま
じ
り
文
）
を
求
め
て
、
歩
を
進
め

た
ら
と
言
わ
れ
る
。

さ
て
、
千
代
田
岳
精
会
が
出
来
て
廿
年

近
く
、
総
勢
百
五
十
六
名
中
、
五
十
代
六

十
代
の
若
人
は
七
十
二
名

（内
女
性
三
十

名
）
年
齢
差
は
あ
り
ま
す
が
、
教
場
長
推

薦
の
約
二
十
人
、
将
来
の
指
導
者
を
目
指

し
て
集
ま
り
ま
し
た
。

校
　
　
長

＝

士口
川
鐘
風

副

校

長

＝Ｌ
山
口
隆
泉

教
　
　
授

＝＝
田
中
香
山
、
徳
本
順
泉

橋
本
淳
泉

実
技
指
導

＝

〈西
長
、
副
会
長

毎
月

一
回
、
吟
及
び
知
識
の
勉
強

真

・
善

・
美
、
岳
精
会
会
詩

漢
詩
の
勉
強
、
鑑
賞
の
仕
方
等

発
声
練
習

（声
帯
の
使
い
方
、
腹
式
呼

吸
法
）

流
統
節
調
の
練
磨

強
く
　
美
し
く

今
や
躍
進
の
若
人
を
待
望
す
る
秋
．

進
も
う
！
伸
び
よ
う
！
常
に
新
し
く
！

志
は
高
か
る
べ
し
‥
今
日
よ
り
明
日
を
１

何
時
で
も
夢
を
！
躍
進
の
旗
翻
る
！
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心

の
洗
わ
れ
る
よ
う
な

一
日

今
年
は
、
空
模
様
に
気
遣
わ
ず
チ
ャ
ー

タ
ー
バ
ス
等
で
到
着
す
る
遠
来
の
会
員
方
、

川
崎
駅
よ
り
会
場

へ
急
ぐ
和
服
姿
が
続
き

ま
し
た
。

今
年
の
大
会
で

一
番
印
象
深
か

っ
た
事

は
、
ご
高
齢
の
宗
家
の
力
強
い
ご
挨
拶
と

気
力
溢
れ
る
吟
声
。
満
場
を
圧
倒
す
る
程

で
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

今
年
は
接
待
係
を
担
当
、
新
し
い
役
割

を
落
ち
度
な
く
進
め
る
だ
は
大
変
な

エ
ネ

ル
ギ
ー
を
事
前
準
備
、
当
日
の
運
営
に
要

す
る
も
の
で
す
。
大
田
晴
山
事
業
部
門
リ

ー
ダ
ー
は
じ
め
担
当
の
各
教
場
、
婦
人
部

門
の
方
々
が
取
り
組
み
ま
し
た
。
全
員
合

吟
は
早
い
出
番
で
、
担
当
役
割
の
準
備
の

慌
た
だ
し
い
中
で
し
た
が
、
お
馴
染
蘇
轄

作

「春
夜
」
に
飯
国
会
長
先
導
で
気
分
良

く
声
を
揃
え
ま
し
た
。

注
目
の
合
吟

コ
ン
タ
ー
ル
、
新
進
気
鋭

を
集
め
た
女
子
チ
ー
ム
が

コ
ン
ク
ー
ル
部

門
、
林
吾
風
、
菅
原
琴
風
正
副
リ
ー
ダ
ー

の
指
導
で

「貧
交
行
」
杜
甫
で
挑
戦
．

な
み
い
る
強
豪
、
上
手
の
な
か
ト
ロ
フ

闘きィ「け〔晦攀時彗』神れ裁「ど知鰤一類な毒れ】頂コ一義摯】繰「は嚇籍な機

し舞赫け呻榊回は雌嚇「め指蒔螂岬舞教一赫攀彙議葬機瞳』”響［』榊議』藝一　　　　　ぐ．４　　　　Ｈ。一星

岳
精
流
日
本
吟
院
全
国
吟
道
大
会

華
を
詠
う
」
に
は
語
り
を
鈴
木
重
風

（
ハ

ザ

マ
）
企
画
構
成
の

一
員
と
し
て
山
口
隆

泉

（丸
二
）
が
担
当
し
取
組
み
ま
し
た
。

こ
の
会
場
で
、
最
高
位
の
総
伝
師
範
の

任
命
者
十
名
が
発
表
さ
れ
、
そ
の

一
人
と

し
て
飯
国
会
長
が
宗
家
か
ら
許
証
を
受
け

ら
れ
、

『
精
鷹
』
と
な
ら
れ
た
。

大
会
委
員
長
の
滝
田
幹
事
長
が
、
挨
拶

で
千
代
日
の
名
前
は
上
げ
ら
れ
な
か

っ
た

が

「躍
進
啓
発
部
門
」
の
取
組
み
に
触
れ

会
員
増
加
を
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

大
成
功
裏
に
終
わ

っ
た
大
会
を
総
括
す

る
と
好
き
な

「吟
道
」
と
真
面
目
に
向
か

い
あ
う
沢
山
の
全
国
の
仲
間
の
存
在
を
確

認
で
き
た
事
で
あ
ろ
う
。

接
待
係
と
し
て
の
担
当
各
位
の
働
き
は

宗
家
か
ら
も
高
い
評
価
と
慰
労
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。

姜

菫

癬

菫

終

隧

終

合
吟
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
て

丸
の
内
女
子
教
場
　
本
多
　
敦
子

ま
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

入
賞
を
果
た
す
事
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
精

一
杯
や
り
遂
げ
た
と
い
う
満
足

感
が
あ
り
ま
し
た
。
ご
指
導
下
さ
い
ま
し

た
菅
原
先
生
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
又
神
田
教
場
の
皆
様
に
は
い
ろ
い
ろ

お
世
話
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

今
回
入
賞
さ
れ
た
処
は
、
流
石
に
吟
が

素
晴
ら
し
か

っ
た
事
は
勿
論
で
す
が
、
回

の
開
き
方
、
手
の
組
み
方
、
振
舞
い
等
整

然
と
し
て
い
ま
し
た
。

合
吟

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
す
る
に
当

っ

て
は
、
全
員
が

（
気

）
を

一
つ
に
纏
め
る

と
い
う
事
が
如
何
に
大
切
な
事
な
の
か
、

ま
た
練
習
は
重
ね
る
程
に
結
果
に
繋
が
る

と
い
う
事
を
更
め
て
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

野 久 山 <清  水 >
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平
成
十
六
年
度
教
場
長

（正
副
）

井
手
龍
樹
丸
の
内
第

一
教
場
長
の
急
逝

に
よ
り
、
五
月

一
日
付
で
新
し
く
正
副
．教

教
場
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
の

教
場
体
制
は
次
の
通
り
と
な
り
ま
す
。

丸
の
内
第

一

教
場
長
　
　
　
新
任

副
教
場
長
　
　
新
任

丸
の
内
第
二

教
場
長

副
教
場
長

草
加
分
室
　
分
室
長

東
陽
町
教
場
長

副
教
場
長

副
教
場
長

清
　
水
教
場
長

副
教
場
長

神
　
田
教
場
長

副
教
場
長

ハ
ザ

マ

教
場
長

副
教
場
長

副
教
場
長

錬
　
水
教
場
長

副
教
場
長

丸
の
内
女
子

教
場
長

副
教
場
長

大
熊
　
清
風

江
回
　
越
山

岩
崎
　
泰
風

吉
川
　
鍾
風

太
田
　
翠
風

耳
塚
　
昇
山

太
田
　
晴
山

武
田
　
弘
山

村
上
　
恒
山

大
槻
　
鉾
山

林
　
　
吾
風

酒
井
　
帆
山

鈴
木
　
重
風

佐
藤
　
甲
山

城
戸
　
稲
山

菅
原
　
克
山

加
藤
　
錬
山

菅
原
　
琴
風

宍
倉
　
虹
風

平
成
十
六
年
度
温
修
会
十
月
廿
三
日

（土
）

規
模
、
雰
囲
気
共
に
最
高
と
評
価
が
高

か

っ
た
深
川
江
戸
資
料
館
は
、
希
望
の
日

程
が
手
配
出
来
ず
会
場
確
保
に
苦
労
し
た

が
、
担
当
教
場
の
努
力
で
例
年
よ
り
精
早

め
な
が
ら
十
月
廿
三
日

（土
）
に
千
代
田

区

一
番
町
の

「
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

一
番
館
」

カ
ス
ケ
ー
ド
ホ
ー
ル
と
決
定
し
た
。

今
年
の
特
色
は
、
無
伝
の
部
、
初
伝
の

部
の
独
吟

コ
ン
ク
ー
ル
．
教
場
別
企
画
構

成
吟
。
全
国
吟
詠
吟
剣
詩
舞
道

コ
ン
ク
ー

ル
入
賞
者
十
五
名
の
凱
旋
吟
詠
の
三
点
。

コ
ン
ク
ー
ル
出
吟
者
は
Ｃ
Ｄ
で
の
練
習

に
、
企
画
構
成
吟
に
つ
い
て
は
各
教
場
テ

ー
マ
を
選
び
趣
向
を
凝
ら
し
た
準
備
を
進

め
て
お
り
、
興
味
が
尽
き
な
い
。

恒
例
と
な

っ
た
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
演
奏
は

月

一
回
の
研
修
成
果
を

「
春
望
」
杜
甫
で

間
う
べ
く
磯
田
副
会
長
、
荻
裕
山
リ
ー
ダ

ー
の
指
導
で
猛
練
習
を
重
ね
て
い
る
等
充

実
し
た
内
容
に
な
り
そ
う
だ
。

い
き
い
き
プ
ラ
ザ

一
番
館
で

珠
玉
の
宝
物

・
三
十
分
の
風
呂
教
場

丸
の
内
第

一
教
場
　
木
村
槻
泉

明
日

へ
の
活
力
増
進
と
精
神
的
な
健
康

管
理
法
と
し
て
、
風
呂
で
の
十
吟
が

一
日

の
疲
れ
を
癒
し
ま
す
。
単
純
計
算
な
が
ら

一
吟
三
分
と
し
て
十
吟
で
廿
分
、
題
名
、

作
者
、
若
千
の
予
備
知
識
と
し
て
吟
題
に

ま
つ
わ
る
故
事
来
歴
を
考
え
る
概
ね
三
十

分
の
浴
槽
が
、
私
に
と

っ
て
最
適
の
ス
ト

レ
ス
等
解
消
法
で
あ
り
、
毎
日
の
楽
し
み

で
も
あ
り
ま
す
。

妻
が

「
お
父
さ
ん
が
又
、
お
風
呂
の
中

で
ウ
～
と
か
、
ア
～
と
か
、
オ
～
と
か
唸

っ
て
い
る
よ
」
と
言
う
と
娘
が
即
応
し
て

「
お
母
さ
ん
安
心
し
て
、
声
が
し
て
い
る

内
は
、
お
風
呂
の
中
に
沈
ん
で
い
な
い
ん

だ
か
ら
」
と
の
会
話
も
あ
る
ら
し
い
。

一
応
、
私
な
り
に
セ
オ
リ
ー
が
あ
り
、

宗
家
の
真
善
美
、
岳
精
会
会
詩
か
ら
吟
と

い
う
陶
酔
の
世
界
に
入
り
、
風
呂
の
湯
気

に
も
耐
え
ら
れ
る
ビ

ニ
ー
ル
製
の
フ
ァ
イ

ル
綴
じ
の
冊
子
に
自
分
流
に
Ａ
ラ
ン
ク
十

吟
、
Ｂ
ラ
ン
ク
十
吟
、
Ｃ
ラ
ン
ク
廿
吟
を

集
め
、
当
日
の
フ
イ
ー
リ
ン
グ
に
合

っ
た

吟
を
選
ぶ
。
こ
ん
な
に
心
地
よ
い
時
間

・

場
所

・
心
境
を
持

つ
贅
沢
、
充
実
感
を
味

わ
え
る
の
も
、
丸
の
内
書
簡
部
在
任
中
に

大
御
所
と
は
露
知
ら
ず

ヒ
ョ
ン
な
出
会
い

か
ら
飯
国
会
長
の
お
誘
い
に
軽
い
気
持
で

乗

っ
た
の
が
吟
と
の
出
会
い
で
す
。

こ
の
至
福
を
飯
国
会
長

・
第

一
教
場
の

故
井
手
先
生
を
は
じ
め
吟
の
諸
先
輩
に
感

謝
し
、
併
せ
て
井
手
先
生
の
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
ヶ
い
た
し
ま
す
。

●
Ψ
◆
ф
●
◇
▼
会
●
Ψ
◆
ф
●
◇
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全
国
吟
剣
詩
舞
道
吟
詠
コ
ン
タ
ー
ル

都
大
会

・
東
日
本
大
会
に
堂
々
の
入
賞

毎
年
挑
戦
者
が
増
加
し
、
各
地
区

コ
ン

ク
ー
ル
で
は
入
賞
者
を
輩
出
し
ま
し
た
が
、

都
県
大
会

・
東
日
本
大
会
で
も
大
活
躍
が

あ
り
ま
し
た
。

地
区
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精
鋭
が
集
う

都
県
大
会
の
う
ち
、
東
京
都

一
般
二
部
で

林
吾
風
神
圏
教
場
長
が
優
勝
、
金
子
千
枝

子
さ
ん

（東
陽
町
）
が
七
位
入
賞
と
大
健

闘
、
岳
精
流
か
ら
は
、
こ
の
二
名
が
東
日

本
大
会

へ
堂
々
の
出
場
と
い
う
快
挙
。

続
く
、
東
日
本
大
会
は
七
月
三
日
、　
一

般
二
部
で
五
十
二
名
が
全
国
大
会
を
目
指

す
な
か
で
林
吾
風
神
圏
教
場
長
が
五
位
、

金
子
さ
ん
が
七
位
入
賞
と
、
又
々
輝
か
し

い
成
果
で
あ

っ
た
。

全
国
大
会
出
吟

へ
あ
と

一
歩
と
迫

っ
た

ご
健
吟
に
拍
手
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

コ
ン
タ
ー
ル
東
京
都
大
会
優
勝

東
日
本
大
会
五
位
入
賞
‥

神
田
教
場
長
　
林
　
吾
風

去
る
三
月
、
日
本
吟
剣
詩
舞
道
振
興
会

主
催
の
独
吟

コ
ン
ク
ー
ル
が
全
国
各
地
で

行
な
わ
れ
、
東
京
都
で
も
三
十
地
区
で
開

催
。　
一
般
三
部
で
は
、
五
月
十
五
日
上
位

入
賞
者
百
六
十
名
の
参
加
で
大
井
町
の
日

本
民
謡
会
館
ホ
ー
ル
で
東
京
都
代
表
選
抜

戦
が
行
な
わ
れ
、
図
ら
ず
も
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

続
い
て
七
月
四
日
、
赤
羽
会
館
で
の
東

日
本

（関
東
、
東
北
地
方
と
山
梨
、
新
潟
）

大
会
に

一
般
二
部
五
十
二
名
が
出
場
し
、

五
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
出
場

は
二
位
迄
の
た
め
残
念
な
が
ら
叶
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
た
だ
東
日
本
二
部

へ
は
岳
精

流
か
ら
は
金
子
さ
ん
と
二
人
だ
け
が
出
場
、

そ
の
千
代
国
の
二
人
が
揃

っ
て
入
賞
出
来

た
こ
と
は
、
我
が
こ
と
な
が
ら
本
当
に
素

晴
ら
し
い
事
と
、
金
子
さ
ん
の
健
闘
を
讃

え
、
併
せ
て
快
哉
を
叫
び
た
い
気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

宗
家
先
生
に
は
格
別
お
喜
び
に
な
ら
れ

有
難
い
お
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
会
長

始
め
多
く
の
方
々
か
ら
も
お
祝
辞
を
頂
き

ま
し
た
。
ご
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
賜
り

ま
し
た
諸
先
生
に
、
更
め
て
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
出
場
に
当
り
特
に

意
を
用
い
た
こ
と
は
、
ま
ず
吟
題
の
選
択

で
す
。
上
位
入
賞
者
の
大
半
が

「
半
夜
」

で
し
た
。
私
も
金
子
さ
ん
も
同
じ
で
す
。

吟
じ
易
く
詩
心
表
現
が
出
し
易
い
と
思
わ

れ
た
か
ら
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
通

い
、
腹
筋
強
化
を
中
心
と
し
た
運
動
に
励

ん
だ
こ
と
も
良
か

っ
た
と
思

っ
て
い
ま
す
。

詩
歌
研
修
会
十
六
年
度

李
白

・
杜
甫

・
王
維
の
盛
唐
三
大
詩
人
、

唐
詩
自
然
派
の
源
流
陶
淵
明
を
終
え
、
十

六
年
度
も
次
の
よ
う
に
月

一
回
の
開
催
を

続
け
て
い
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

四
月
廿
三
日

漢
字
が
も
た
ら
し
た
日
本
語
の
不
思
議

前
田
達
泉

（
ハ
ザ
マ
）

五
月
廿
八
日

王
之
換
　
一環
州
詞
、
鶴
鵠
楼
に
登
る

大
槻
鉾
山

（清
　
水
）

佳
願
　
黄
鶴
楼
　
山
口
隆
泉

（丸
　
一
こ

中
国
文
学
あ
れ
こ
れ前
田
道
山

（東
陽
町
）

六
月
廿
五
日

王
昌
齢
　
美
蓉
楼
に
て
辛
断
を
送
る

宮
沢
修
山

（
ハ
ザ
マ
）

全
　
従
軍
行
　
耳
塚
昇
山

（東
陽
町
）

全
　
閏
怨
　
　
上
田
也
山

（東
陽
町
）

七
月
廿
三
日

孟
浩
然
　
洞
庭
に
臨
む
、
春
暁

八
日
玉
泉

（丸
　
一
こ

王
輸
　
一凛
州
詞
　
鈴
木
重
風

（
ハ
ザ
マ
）

八
月
廿
七
日

高
適
　
董
大
に
別
る大
槻
鉾
山

（清
　
水
）

見
衡
　
無
題
　
　
青
木
洋
山

（東
陽
町
）

-4



一農

詩

「
早
に
自
帝
城
を
発
す
」
に
つ
い
て

東
陽
町
教
場
　
上
田
　
也
山

夏
が
来
れ
ば
　
思
い
出
す

邊
か
な
四
川
　
」迷
い
空

彩
雲
の
な
か
に
　
浮
か
び
く
る

山
上
に
聟
え
る
　
白
帝
城

永
久
に
流
れ
る
　
李
自
の
詩

ご
存
知

「
夏
の
思
い
出
」
の
下
手
な
パ

ロ
デ
ィ
で
あ
る
。
時
の
流
れ
は
早
い
も
の

で
吟
友

一
行
六
名
が
、
か
の
地
に
降
り
立

っ
て
早
や
五
年
が
過
ぎ
た
。
正
確
に
は

一

九
九
九
年
七
月
十
八
日
、
長
江
の
と
あ
る

小
さ
な
船
着
場
に
着
く
。
白
帝
城
ま
で
の

道
程
は
か
な
り
急
峻
、
八
百
の
石
段
で
繋

が

っ
て
い
た
。
旅
の
前
途
を
考
え
少
々
体

重
遇
多
の
私
は
唐
竹
駕
籠
に
飛
び
乗

っ
た
。

揺
れ
る
駕
籠
の
横
を
最
長
老

・
軽
量
の

Ｓ
さ
ん
が
瓢
々
と
追
い
越
し
て
行
く
、
脱

帽
．
登
り
つ
め
る
と
、
そ
こ
は
船
か
ら
仰

ぎ
見
た
白
い
城
門
の
前
。
門
に
は
自
帝
廟

と
刻
ま
れ
て
い
た
。
此
処
は
三
国
志
で
有

名
な
蜀
帝

・
劉
備
の
終
焉
の
地
。
門
を
く

ぐ
る
と
劉
備
が
我
子
劉
禅
を
諸
葛
孔
明
に

托
し
た
托
孤
堂
、
星
を
観
測
し
吉
兆
や
戦

況
を
占

っ
た
望
星
亭
、
杜
甫
が
滞
在
し
た

西
閣
な
ど
が
再
現
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
城
は
前
漢
の
王

・
公
孫
述
が
築
い

た
も
の
だ
が
、
自
ら
を
自
帝
と
称
し
た
の

で
そ
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
城
は
長

江
の
中
流
域
に
位
置
し
、
三
峡

（程
塘
峡
、

巫
峡
、
西
陵
峡
）
の
西
端
で
、
蜀
の
国
の

出
入
回
、
要
衝
で
あ
る
。
長
江
の
両
岸
は

千
米
ク
ラ
ス
の
峰
々
が
林
立
し
、
崖
は
天

に
向
か

っ
て
吃
立
し
、
天
然
の
大
要
塞
で

も
あ

っ
た
。
過
去
幾
多
、
大
激
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
．
対
岸
に
は
杜
甫
が
詠

っ
た
孔

明
の

「
八
陣
の
図
」
の
遺
跡
等
が
み
ら
れ

る
所
。
大
自
然
に
包
ま
れ
た
兵
ど
も
の
夢
の
跡
、

そ
ん
な
白
帝
城
に
李
白

・
杜
甫

・
白
居
易

等
歴
代
詩
人
も
訪
れ
多
く
の
詩
文
を
残
し

て
い
る
。
故
に
こ
の
城
は
詩
城
と
も
呼
ば

れ
て
い
る
そ
う
だ
。
正
門
前
に
李
自
の
詩

碑
が
、
黒
御
影
に
周
恩
来
の
筆
跡
で
鮮
や

か
に
刻
ま
れ
て
い
た
。

早
に
台
や
裁
を
発
す
　
　
　
李
台

朝
辞
台
帝
彩
雲
闘

十
二
江
陵

一
ロ
ミ

両
岸
猿
葦
嗜
不
住

軽
舟
色
邁
萬
童
山

眼
下
の
長
江
に
向
か

っ
て
我
々

一
行
の

精

一
杯
の
合
吟
が
、
李
白

へ
の
鎮
魂
を
込

め
て
木
霊
し
た
。

と
こ
ろ
で
こ
の
作
詩
の
時
期
が
未
確
定

で
あ
る
。
李
白
が
こ
の
地
を
二
回
通

っ
た

事
は
、
は

っ
き
り
し
て
い
る
。　
一
度
は
故

郷
蜀
の
青
蓮
郷
を
発

っ
て
長
江
を
下
る
時

（廿
五
歳
）
、
夜
郎
に
流
刑
さ
れ
途
中
赦

免
に
よ
り
帰

っ
て
行
く
時

（五
十
九
歳
）

で
あ
る
。
若
く
し
て
詩
作
は
完
成
の
域
に

達
し
、
謎
は
益
々
深
ま
る
。

∃

「

劉

翻

暑

国

ヨ

習

日

副

Ч

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中
　
伝
　
清
　
水
　
　
　
　
星
野
　
久
山

全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
千
代
田
よ
り

本
部
女
子
チ
ー
ム
に
参
加
出
場

十

一
月
十
四
日
、
武
道
館
で
開
催
の
大

会
は
本
部
女
子
チ
ー
ム
が

「山
中
間
答
」

李
白
作
で
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
て
い
る
。

渡
精
華
副
幹
事
長
の
指
導
で
猛
特
訓
に

入

っ
て
お
り
、
千
代
田
で
は
神
田
五
名
、

錬
水

一
名
、
丸
女
四
名
の
十
名
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
吟
友
の
皆
さ
ん
応
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
い
こ
れ
ま
で
の
参
加
者

は
、
異
回
同
音
に

「武
道
館
の
壇
上
に
立

つ
事
と
同
じ
位
に
こ
の
特
訓
が
、
そ
の
後

に
貴
重
な
一財
産
と
な

っ
た
」
と
感
想
が
あ

り
、
今
後
の
躍
進
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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【

新

会

員

紹

介

】

◇
丸
の
内
第
二
教
場

犬
飼
　
尭
氏

（五
月
入
会
）

大

６

）
型
新
人
犬
飼
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
鎌
倉
の
住
人
、
鎌
倉
の
事
は

非
常
に
詳
し
い

（特
に
夜
の
鎌
倉
）
。

ま
た
、
鎌
倉
凧
の
会
、
歩
く
会
等
々
何

で
も
ご
ざ
れ
で
す
。
大
声
を
上
げ
る
事

が
大
好
き
で
吟
を
始
め
ま
し
た
。

早
く
も
片
鱗
が
表
れ
て
い
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

◇
神
田
教
場

安
楽
　
威
氏

（五
月
入
会
）

酒
井
帆
山
さ
ん
の
勧
誘
を
う
け
、
昨

年
暮
れ
の
江
東
区
の
深
川
江
戸
資
料
館

で
の
温
習
会
を
拝
見
し
入
会
を
決
意
さ

れ
ま
し
た
。

「勿
論
、
将
来
ど
こ
ま
で

上
達
出
来
る
か
自
信
は
な
い
が
、
や
る

だ
け
は
や

っ
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
の
こ

と
で
す
。

平
山
　
順

一
氏

（五
月
入
会
）

縁
あ

っ
て
酒
井
さ
ん
の
お
誘
い
に
よ

り
、
今
回
入
会
し
ま
し
た
。
は
る
か
昔

の
若
か
り
し
日
、　
一
時
吟
を
や

っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ

ー
ト
の
つ
も
り
で
仲
間
入
り
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
宣
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◇

ハ
ザ
マ
教
場

山
本
　
忠
次
氏

（八
月
入
会
）

会
社
の

（
ハ
ザ

マ
）
の
Ｏ
Ｂ
会
で
、

当
教
場
仲
間
か
ら
の
熱
心
な
勧
め
を
受

け
て
入
会
。
廿
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
誇
る

絵
画

（油
絵
）
で
は
、
毎
春
、
上
野
の

美
術
展
に
出
展
。　
一
方
月
３
回
位
の
ゴ

ル
フ
を
楽
し
ん
で
来
ら
れ
、
今
度
は
こ

れ
に

「吟
」
が
楽
し
み
を
加
え
ら
れ
た

事
務
部
門
リ
ー
ダ
ー
が
交
替

前
号
で
掲
載
の
本
年
度
機
構
図
の
内
、

長
年
に
わ
た
り
事
務
部
門
リ
ー
ダ
ー
を
務

め
ら
れ
事
務
体
制
を
確
立
さ
れ
た
八
尾
葉

山
氏
が
健
康
上
の
事
情
で
交
替
さ
れ
ま
し

た
。
後
任
人
事
は
次
の
通
り
で
す
。

事
務
部
門
リ
ー
ダ
ー

菊
地
　
駿
泉

（東
陽
町
）

全
　
　
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

八
尾
　
葉
山

（東
陽
町
）

瑠
零
コ
利
目
昇
倒
∃
翻
理
錮
題

初
伝
　
佳
賓
好
主
　
　
　
　
佐
藤

　
一
斎

偶
　
　
作
　
　
　
　
横
井
　
小
楠

中
伝
　
中
秋
の
月
　
　
　
　
蘇
　
　
　
戟

山
房
の
夜
雨
　
　
　
木
下
　
犀
漂

（短
歌
二
題
　
　
　
後
報
）

奥
伝
　
独
　
　
柳
　
　
　
　
杜
　
　
　
牧

龍
　
　
虎
　
　
　
　
大
野
　
恵
造

（俳
句
二
題
　
　
　
後
報
）

皆
伝
　
一匹

一の
安
西
に
使
い
す
る
を
送
る

王
　
　
　
維

冑
山
の
歌
　
　
　
　
頼
　
　
山
陽

明
治
安
田
生
命
丸
の
内
本
社
ビ
ル

い
よ
い
よ
竣
工
！

千
代
田
岳
精
会
の
所
在
地

「明
治
安
題

生
命
」
の
丸
の
内
ビ
ル
の
増
築
工
事
は
、

三
十
階
の
高
層
ビ
ル
と
し
て
、
二
重
橋
前

の
お
濠
端
に
偉
容
を
現
わ
し
た
。
本
社
各

部
門
の
移
転
が
始
ま

っ
て
お
り
、　
一
段
落

す
る
と
再
び
会
議
室
の
借
用
が
認
め
ら
れ

る
と
期
待
す
る
が
、
当
分
諸
会
議
、
教
場

は
場
所
を
変
え
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
。

集
中
豪
雨
、
台
風
の
到
来
で
各
地
に
大

き
な
被
害
が
出
た
。
復
旧
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
各
地
よ
り
駆
け
つ
け
、
馴
れ
な
い
作

業
に
奉
仕
す
る
地
道
な
活
動
に
加
え
て
、

支
援
募
金
の
中
に

一
等
当
選
の
宝
く
じ
二

億
円
を
匿
名
で
被
災
地
に
送

っ
た
方
。
沢

山
の
う
れ
し
い
思
い
や
り
に
爽
や
か
な
感

動
の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

発
祥
の
地
ア
テ
ネ
で

一
〇
八
年
ぶ
り
の

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
．
世
界
の
若
人
が
集
い
宗

教

・
思
想
を
超
え
た
爽
や
か
な
戦
い
。
日

本
選
手
の
期
待
を
越
え
る
大
活
躍
。

甲
子
園
で
は
真
紅
の
大
優
勝
旗
が
初
め

で
津
軽
海
峡
を
越
え
た
。
日
焼
け
し
た
球

児
達
の
熱
闘
、
ど
れ
も
感
動
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
イ
ラ
ク
は
武
力
衝
突
が
止
ま
ら

ず
死
傷
者
が
続
出
。
隣
国
中
国
や
北
朝
鮮

の
刺
々
し
い
反
日
感
情
。

世
界
は
様
々
で
す
。
　

　

　

（八
日
）
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